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Ⅰ・はじめに

愛知県朝日遺跡において、珪藻遺骸及び昆虫遺体の分析を行い、古環境の復元を試みた

のでその概要をここに報告する。

珪藻は、珪酸質の被殻を有し堆積物中によく保存されること、種によって明瞭な住みわ

けがみられることなどから、遺跡周辺の水域環境の復元に重要な役割を果たす。一方、昆

虫は、生物の中で最も多い種類数を誇り、あらゆる環境に住みわけている。また、死後の

移動が少ないことなどから、遺跡周辺の狭い地域の古環境の復元には有効である。

そこで今回、これらの分析をあわせて行い、さらに大型植物遺体の検出も行って、より

詳細な環境復元に努めた。

Ⅱ・試料の採取と分析方法

試料の採取地点を第1図に示す。

第一図遺跡位置図及び分析試料採取地点
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1・珪藻

分析試料は、地層断面から5cmまたは2・5cmごとの連続試料として採取した。層準と柱状

図は第2図に示すとおりである。

試料の分析にあたって、乾燥重量1gをトールビーカーにとり、過酸化水素水(35%)を

加えて煮沸し、有機物の分解と粒子の分散を行った。岩片除去ののち、水洗を4- 5回繰

り返しながら、同時に比重選別を行った。分離した試料を希釈し、マウントメディア(和

光純薬製)にて封入した。

検鏡は1000倍の光学顕微鏡を使用し各試料とも200個の珪藻殻を同定した。しかし、試料

中に含まれる珪藻殻が極端に少ない場合は、 200個に達しなくても検鏡を打ち切った。

2・昆虫

層序の明確な地層断面からできるだけ多くの試料を採取し、主にブロック割り法によっ

て昆虫遺体を検出した。また、同時に大型植物遺体も検出した。昆虫遺体の同定は、おも

に筆者採集の現生標本と実体顕微鏡下で比較しながら行った。

Ⅲ・分析結果

同定した珪藻遺骸のリストを第1表に、その生態値の百分率と出現頻度等を第2図に示

した。出現した珪藻は41属181種(15変種・ 1品種及び未同定種7種を含む)計5333個体で

ある。昆虫遺体の同定結果を第2表に示した。総点数(節片または破片数) 9000点以上に

及び、詳細な種の検討を行っていないものも多い。科以上のレベルまで同定できたもの16

科1619点、そのうち属まで同定できたもの7属109点、種まで同定できたもの43種459点で

ある。

次に各時期の出現傾向について簡単に述べる。

縄文時代中期(珪藻分析試料No・ 1 - 3 )

出現珪藻の大部分が中塩性ないし真塩性種で占められる。汽水性のMelosira sp・.A、

Achnanthes haukiana、 Auriscus caelatus、及び内湾ないし沿岸海域に広く分布する

Thalassiosira spp・を多産した。

縄文時代中・後期(同No.4)

珪藻遺骸の含有数はきわめて乏しい。 Synedra ulua、 Navicula radiosaなどの破片をわず

かに産した。

昆虫遺体では、小型のゲンゴロウ科、ガムシ科およびミズスマシ科に属する水生昆虫を

多産した。これらの多くは止水域を好んで生息する。また、湿地や池沼に生息するネクイ
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ハムシ類が多く見つかった。その中に、現在までの同定基準によるとアシボソネクイハム

シに同定される種が検出された。野尻湖昆虫グループ(1985)によれば、本種は長野県小

谷村を西・南限とし、亜寒帯～冷温帯に分布するとされている。この他に、食葉性昆虫群

(コガネムシ科)を多産する。

縄文時代後期(同No.5 - 7)

Cymbella turgidula、 Cocconeis placentula var・euglypta、 Rhopalodia gibberula、 Synedra

ulnaなどの好アルカリ～pH不定性、水流不定～流水性で付着生の種群が多く検出された。

弥生時代中期以前? (同No・8～9、 10-12)

好アルカり～pH不定性のS.ulna、 Hantzchia amphioxys、 Diploneis ovalisなどが比較的多

く出現した。その他に、 No・11の試料から汽水性種のMelosirasp・-A (約48%)、及びNo・12の

試料からは好酸性・嫌塩性のEunotia pectinalis var・ undulata、 E. praerupta、 Pinnularia

gibba、 Cymbella asperaなどの種群が多く検出された。試料ごとに出現珪藻を異にし、群集

組成の変化がとらえにくい。

弥生時代中期(同No.13、 14-17)

No・13の試料中より好止水性・浮遊生種のMelosiraambiguaが47%の高率で検出された。ま

た、 No.14-17の試料では、好流水性～水流不定性のNeidium iridis、 Pinnularia gibba、 P.

microstauron、Amphora ovalis var・ libycaなどの種群が多く出現した。好酸性～pH不定性

のPinnularia属の出現頻度も高い。

検出された昆虫遺体数が非常に少ない中で、食糞性のエンマコガネ属が目だつ。大型植

物遺体では、クマナヤギ、オナモミ、イネ、ヒョウタンなどの種子が検出されている。

弥生時代後期(同No・18-21)

好酸性～pH不定性、水流不定性種のEunotia pectinalis var・ minorー E. praerupta var・ bidens、

Pinnularia microstauron、 P. viridis、及び好流水性～水流不定性種のA・ ovalis var. libyca、

Meridion circulareなどが多く出現した。

検出された昆虫遺体数は少ない。水生昆虫として、清流を好んで生息するモンキマメゲ

ンゴロウが2点見つかった。また、最も多く検出されたのはマメコガネなどの食葉性昆虫

である。

弥生時代後期～古墳時代(同No・22-26)

E. pectinalis var. minorー E. lunaris 、 E. flexuosa、 E. praeruptaをはじめ好酸性・水流不

定性で付着生のEunotia属の種群が高率で出現した。弥生時代後期同様M. circulareも多く

検出された。
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第I表朝日遺跡産珪藻遺骸のリスト
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Ⅰn d Ⅰn d B en t Ⅰn d 35

114 八k m C〝血如 ,塚 m乃α E uh a 2

115 期 m m 血 如画 面 Ⅰn d In d B en t In d 88

116 飽m m ゅゆm var・柁血御 b m In d In d B en t In d 3

117 凡紺 m 血 か料地 7 9 B en t ? 1

In d Ⅰn d B en t In d 76

119 八もひiCμm sp ・ In d Ⅰn d B en t In d 3

120 人もm Cμ血わ γ々0g 乃5m In d Ⅰn d B en t In d 2

A lp h R ・ph B en t In d 4

12 2 凡材 料 机柳 彿 Ⅰn d L ib i B en t In d 14

123 他励肌所枡腓 短彿砂 In d L iph B en t In d 1

124 人わid iの乃ゐおm Cα′μ,乃 ? ? B en t ? 7

12 5 八坂m坑〝柁あぶd掠α戒ガ Ⅰn d In d B en t In d 1

12 6 N m 杭州五m 払 In d L iph B en t H p h O 117

12 7 N m 九期り加 m 糀血調 ? ? B en t ? 2

128 州ねSCゐm C0 cc0乃β的 r椚太 E uh a 3

12 9 ZSm m g 相加壷血 E uh a 1

13 0 〃 ねSC んm Jm 旭卯太 A lp h R ・b i B en t In d … … … ‥ 2 ・ 2

13 1 〃 A lp h ? B en t M eh a 4

13 2 ZSC ゐm 如 /gα Ⅰn d In d B en t In d 4

13 3 〃 25c m 卸γひ〟血 In d Ⅰn d B en t In d 2

134 一Ⅳ zSC ゐm Sα7m m E uh a 2

13 5 州 ねSC ゐm Si乃鉦αぬ ? ? B en t ? 4

13 6 ⅥねSC疑 り的 0乃β血 ? ? B en t ? 21

13 7 (フ♪ゆゐ0和 〝10 所 ・ A cb i L iph B en t In d 7

138 P 乃〟血m αγO坤ん腱γテα 3

13 9 月 m 短 鋤妙 m m 肋 A c ph ? 9 9 2

140 月 乃〝m m ム0柁α伝 ・ 2 ・ 2 ・ 2 6 . ・ ・ 1 ・ 2 ・ ・ -… ‥ 1 … ‥ 1 1 1 19

14 1 1) A c ph In d B en t ? 1

14 2 月 鋸南 m H 明壷路地血 A c ph In d B en t In d 12

14 3 P 乃〟由m αゐ C秒/μ5 A c ph In d B en t In d 9

144 月 捌血m ゅ m 堀柳m m 堀 A c ph Ⅰn d B en t Ⅰn d ・ 1 ・ ・ ・ ・ 1

14 5 P z 乃〝血m αg蕗 α A c ph In d B en t In d 128

14 6 P 鋸南 m m 枡萌地憫 A c ph L ib i B en t In d 2

14 7 1) 捌血 m ゅ地γⅢp m 45

148 P 乃乃μ血m /ゆわ50 肌α A c ph Ⅰn d B en t In d 9

14 9 P 乃乃〟血m 仇の 0γ A c ph Ⅰn d B en t In d 6

150 月 A C ph Ⅰn d B en t In d 136

15 1 f) 乃乃〟血m 桝0 m m S A c ph Ⅰn d B en t In d ・ 1 1 ・ ・ ・ ・ 2

15 2 /) 椚 10 k m = 10 誠広 A C ph In d B en t In d 3

15 3 P Ⅰn d R -p h B en t Ⅰn d 6

154 /⊃ 鋸南γm μ Cα〆おお Ⅰn d L ib i B en t Ⅰn d 37

Ⅰn d Ⅰn d B en t In d 103

15 6 川砂 海相仰 那 Sp ・ E uh a 4

15 7 朗 m 叫 舶 m 川γひαね A lp h Ⅰn d E p ip H a p h 3

158 月ゐ0卸わd m g 蕗 β A lp h Ⅰn d E p ip H a p h 37

15 9 朗呼止 血相崩 晰 m A lp h In d E p ip M eh a 102

160 月ゐ0如わd m 研鵬 CμJ鵬 A lp h Ⅰn d E p ip H a p h 2 1

Ⅰn d In d B en t In d 6

16 2 5 地肌肋壷 の伯歩 Ⅰn d Ⅰn d B en t In d 8

16 3 5 ./α〟r0 加太 α矧お肌㈲ In d Ⅰn d B en t In d . 1 3 ・ 4

16 4 肋馴 撒 壺短 細 加商 肌 In d Ⅰn d B en t In d 7

16 5 5 地肌 職壺 如γひ弘血 In d Ⅰn d B en t In d 2

16.6 蝕御用 の μ伽液剤 南側 In d Ⅰn d B en t In d 110

16 7 5 〟m 柁/わα乃g鵬血 A lp h In d B en t In d 1 1

168 5 〟m 柁/b g れ2Ci/m ・ 1 ・ ・ . ・ ・ ・ ・ ・ 1

16 9 5 〟m 柁地 10 胱血 A lp h In d B en t H a p h 13

170 S 〟m lv J αγ0 甜5m In d L ib i B en t H p h o ・ ・ . 2 ・ ・ ・ 2

17 1 5 緋は櫂〟αね刑部喝 9 9 B en t ? 1

17 2 $ 朋gd m ♪m C ゐd b A lb i ? E p ip M eh a 2

17 3 $ ㈲m 玩リ制明知那 In d L iph E p ip In d 6

17 4 $ ㈲m k 日高棚 A lp h In d E p ip In d ・ 1 1 7 14 22 3 1 3 1 2 9 3 1 4 ・ ・ 29 26 34 25 22 9 5 5 ・ 3 6 1 2 10 4 1 14 27 8 7 4 18

17 5 $ ㈲m 施用側路磁元膨 A lp h R ・p h E p ip In d 1

17 6 兀血 此m り短暦短血 A c ph Ⅰn d E p ip H p h o 7 9

17 7 7b ム誠αm ガ0ccμわSα Ⅰn d Ⅰn d E p ip In d 1 7

178 7 て松前 鋸 " 間 鈕 m 那 E uh a 1 1 1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 3

17 9 7 ‰血m 刑期のm ㍑五m お E uh a 3

180 :m m m m m m sp p ・ E uh a 2 9

18 1 m m m m の 珊 瑚 加 W E uh a 1

T0T AL 135 116 132 24 2(氾 2(氾 2㈱ 129 101 1詛 8 4 169 100 2㈱ 2伽 2伽 2伽 2㈱ 2㈱ 2伽 2㈹ 200 2㈱ 2∝1 2㈱ 2㈱ 2㈱ 108 2㈱ 2鵬 2∝12伽 5333

生態値凡例
pH(pHspectra)

AlblAlkallbl0ntlCforms

(真アルヵり性種)
AlphAlkal1phl10uSforms

(好アルヵり性種)
ⅠndInd1fferentforms

(不定性種)

AcphAcldophllousfor・mS
(好酸性種)

AcblAcldOblOnt1Cforms
(真酸性種)

?Unknown
(不明種)

水流性(Currentspectra)生態性(ECOlogy)塩分(Halob10nSpeCtra)

LlblLlmnOblOnt1Cforms
(真止水性種)

LlPhLlmnOphllousforms
(好止水性種)

IndIndlfferentforms
(不定性種)

R-phRheophll。uSforms
(好流水性種)

R-blRheoblOntlCfOrmS
(真流水性種)

?Unknown
(不明種)

BentBenthonlCfOrmS(底生種)EuhlEuhalObousfOrmS
(其塩性種)

EplpEplphytlCforms(付着生種)MehaMesohalObOuSfOrmS
(中塩性種)

PlanPlanktonlCforms(浮遊生種)HaphHalophll0uSforms
(好塩性種)

?UnknOWn(不明種)IndⅠnd1fferentfOrmS
(不定性種)

HphoHalOphObousfOrmS
(嫌塩性種)

?UnknOWn
(不明種)
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第2表朝日遺跡産の昆虫遺体分析結果

生態 和 名 学 名
63A 区 63A '区 63B 区

縄文中 ・後期 弥生 中期 弥生後期 ～古墳 古 墳 中 世

水

生

食

ゲンゴロウ科

ヒメゲ ンゴロウ亜科

D Y T ISC ⅠD A E

C O LY M B E T IN A E

13

12

W ―11 P ―2

1

W ―1

l

W -2

27 10 45

モンキマメゲ ンゴロウ

キベ りクロヒメゲンゴロウ

ヒメゲ ンゴロウ

月肋のm 触り前頭知晰ぬ

μγあて鵬 (吻 m 短

尺Jm 加の 卸 短棚 邨

W 一4 W -1

W -1

W-29P―2H-1F-2

W -2 F ―l

W ―1

オオイチモンジシマゲンゴロウ 砂 ゐfiC臆 如 CがC猫

W -2 W ll

W -1

7

W -2

肉

性

コシマゲンゴロウ

マルガタゲンゴロウ

ゲンゴロウ

クロゲ ンゴロウ

ゲンゴロウモ ドキ属

躍如m m 勘四川枡料砥

G Ⅲ♪あ。(お堀 αゐ〝m i

C γ施 ねγノ(ゆ0m c祝5

C γ施 ねγ γ紺お

勧 めCのS Spp・

W ―l

W -1

W -10 p -1

1

ミズスマシ属 Q の乃猫 Spp ・ 9

W -2 P -1

W ―1

2 1

ミズスマシ

コ ミズスマシ ?

q ′m はり勿枡料裕

q m 棚 10 卿お

W -2

W -3

W 一2

W ―5

オオ ミズスマシ 成 形鈕血目前の血伝 W ―12 P ―3 W ―5 F -2

食

ガム シ科 H Y D R O P H ⅠL ⅠD A E 4

W -1

W -1

W -2

3 3 27

ガム シ 〃ydr坤最ん5 αC趾m m α鵬 P -1 W ―1 W -1 P ―2 L 一4 P ―l H -1 F ―1

植
ヒメガムシ

セマルガムシ

S おγ柁0わ♪ゐ鵬 幼 S

CDeわ5わ〝∽ 5m /加,柁 W ―5 W Ⅰ55 p -5 W 一5

W 一10 P ―l

W -10

性 マメガムシ

トゲパゴマフガム シ

凡瑠料地抽磁用地状掴勉

励 咒刷鵬 ム鉗m m 俗

W -1 W -6

湿 食
ネクイハムシ亜科

キイロネクイハム シ

D O N A C IIN A E

肋 cmゆゐα元卸乃α

25

W ―2

30

W ―4

地

性

植

性 -

ガガブ タネクイハムシ

イネネクイハムシ

伽 循αcm お花Zi

血戦 m 射れ棚 m

W ―17 P -3

W -9 H -2

ツヤネ-クイハムシ

アシポソネクイハムシ

フ トネクイハムシ?

Iわ那 Cm m 五九〝

上わ乃αCm g 和C萌如

β0乃αm り勧抜Ⅷ料

P ―3

W -1

W 一1

地

表

性

食

マグソコガネ亜科

ダイコクコガネ亜科

A P H O D IIN A E

SC A R A B A E IN A E 1

1

13

1

4

P ―1
糞

・

食

屍

性

エ ンマコガネ属

コブマルエンマ コガネ

クロマルエンマ コガネ

0 m ゐqp毎 鵬 Spp .

0 乃肋功極印 10 血如制 m

0 紺地qク如 αねr

10 17

P ―1

ヒメエンマムシ

シデムシ科

朋の卯m 相加用明朝併 m

SIL P H ⅠD A E

W ―2

W ―1

p -l

W -4P-1L―1

1

オオヒラタシテムシ

ヤマ トモ ンシテムシ ?

コヵア トムシ

励m 妙短力如m m

期 Cれゆ短期男物研料補

上物磁わμ門俗C磁乃g乃Sm

P ―1

P ―2

食

肉

性

ゴミムシ科 H A R PA L ⅠD A E 20 7

F -1

4 139 13 13

1

トックリゴミムシ属 m Cゐ乃0Cl呼 m sp p ・ 5 1

アオゴミムシ属

オオヒョウタンゴミムシ

オサムシ科

α 血ピ乃i臆 Sp p・

立αのねS Sm h m 俗

C A R A B ID A E

H -2

1

5

1

4

バネヵクシ科

ハン ミョウ

ST A P H Y L IN ID A E

C iC 乃おD C磁乃e乃5m

5 1

サビキコリ A g rゆ形相 ∂m m 屈お p -4 P ―1

陸

生

食

植

性

デオキノコムシ科

デオキノコムシ属

SC A P H ID IID A E

良明娩m m 椚 Sp ・

1 1

1

タマム シ

コメッキムシ科

α り塔0C短脇ル妙ゐ m 樅

E LA T E R ID A E

W -1 F ―1

37 2 18 6 4

ハムシ科 C H R Y S O M E L ID A E 11 1 5 2

2

3

W -2

アヵガネサルハムシ

ゾウム シ科

オオヵツオゾウムシ

血畑肋m 町卵油短壷 肋

C U R C U L IO N ID A E

エm ぉ成 10 m m お

W ―2 W -6

コガネムシ科 SC A R A B A E ⅠD A E 316 6

W -1

11 133 53

3

20

1

ヒメヵ ンショコガネ 4 如離職おのm 血 W -3SP-1H-1A一4

3

W -1

スジコガネ亜科 R U T E L IN A E

2

1

サクラコガネ属 A 鍬川棚血 spp ・ 2 4 24

ドゥガネブイブイ A 乃0〝はあ Czゆ柁α W ―2 W -1 F .-3 W ―l

W -1

コガネムシ 凡作桝eわ坤わ乃(ね乃S W -4F-1 W -1

W -4 P-3H -1B-1

W -3

W-3S-1L一2

L -2

p -l L -1マメコガネ 上も〆/Jm 拗 0乃m W-13p-lH-2L-4FⅠ1 F―1

コアオハナムク リ 物 βわ乃∽ノ〟C〟乃ゐ W -6A -3L-1F-4 P-1 A-1F-1 W -3P-2A-1L-1F-6 W ―l L -1

ヵナアン

ヵア トムシ

別働 血 椰肋 勘 吻㈹ m

A /わⅢ m 批Ⅱ蕗油面川場

W -1H -1 S―1ト2 F ―1 L ―1

ノコギ リクワガタ

コクワガタ

乃～05坤0C0あざ乃C/ 朋 のS

A勉Cr跳ねⅧ 1℃Cfμ5 - W -1

H -1 H -1

半 翅 日 H E M IP T E R A 1 2
不明及び未同定の甲虫目指か 2705 116 212 2891 651 1744

※種まで同定できたものについては検出部位を示した。
W:鞘翅P:前胸背板H:頭部S:小楯板T:胸部
A:腹部L:脚部B:一体分F:破片
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昆虫の種数は多く、特に水生昆虫を多種・多産するが、ネクイハムシ類は1点も検出さ

れていない。また、コガネムシ科、ハムシ科などの食葉性昆虫を多産した。

古墳時代(同No.27-29)

Actinella brasiliensisがきわめて高率で検出された。 A・ brasiliensisは、 GRUNOWによって

ブラジルから記載され、主に亜熱帯または熱帯産で、泥炭の堆積による酸性水域に出現す

るものとされている。日本ではSKVRTZOW (1936)による長野県木崎湖・滋賀県琵琶湖か

らの報告のほか、 KOBAYASI (1968)は、本種の生態的特性に関して腐植性の池沼を好む種

類であると報告し、長田・南雲(1983)は、新潟県郡殿ノ池(水温23―23.5-C、 pH;6・3、

塩分濃度0‰、電気伝導度85μMHO)、田中・中島(1983)は群馬県尾瀬沼より本種を報告

している。他に、好酸性・水流不定性種のE. pectinalis var・ minorなどのEunotia属の種群

が随伴する。

昆虫の種数は比較的多い。ネクイハムシ以外の水生昆虫を多産し、中でも大型で食肉性

のゲンゴロウが目だつ。コガネムシ科食葉性昆虫群、訪花性のコアオハナムグりが多い。

中世(同No.30-32)

池沼や湖岸の沈水・挺水植物に付着して生活するTabellaria fenestrataやSynedra ulna、

及び止水域の偶発性プランクトンとして出現することが多いMelosiraambigua、M. distans

などが多く検出された。古墳時代に引きつづき、 A・ brasiliensisの出現率も高い。

科以上のレベルまで同定できた昆虫遺体数の3分の2以上を水生昆虫が占める。中でも、

多数検出されたネクイハムシ類の中にキイロネクイハムシが4点含まれていることは特筆

される。キイロネクイハムシは成虫時代も水中で生活するため水域環境の変化に敏感で、

現在、日本では絶滅したともいわれている。この時期には多数生息していたものと思われ

る。

大型植物遺体ではヒシを多産する。

Ⅳ.古環境の変遷

珪藻遺骸群集及び昆虫遺体の分析結果をもとに、それぞれの時期について古環境の推定

を行った。

1 ・縄文時代中期(62A区)

珪藻分析により、海水の影響を強く受けた沿岸域、砂泥質の干潟などの汽水環境が復元

される。分析試料の20cm下位により、 3790±90y・B・P・ (Gak―13519 :木片)の絶対年代が得

られた。いわゆる沖積上部砂層の最上部にあたる。
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2・縄文時代中・後期(62B区)

アシボソネクイハムシ、ガガブタネクイハムシの出現により、現在よりもやや冷涼な気

候のもとに、泥炭(木本質泥炭)が静かに堆積するような比較的閉鎖された湿原域が広が

っていたと考えられる。また、湿地には水生植物が茂り、周りには樹木が生い茂っていた。

泥炭層中から、 4620±90y・B・P・(Gak-13397)をはじめ、計7点の4000年代を示す測定

結果が得られた。この値は埋積浅谷の生成時期を考えるうえで重要である。

3.縄文時代後期(63A'区SX01)

珪藻分析では流水性で、かつ付着生の種群が多く、小河川的な傾向を示す。分析試料は

縄文時代後期の遺構(ドングリピット)埋土の最下層から採取したものである。ドングリ

ピット上位の地層中から縄文時代後期の土器片が出土した。

4・弥生時代中期以前? (63A'区)

No・11の試料(青灰色シルト)から約48%の汽水～海水性の珪藻遺骸を産した。青灰色シ

ルトの生成年代及びその堆積環境については検討を要するところである。

5.弥生時代中期(63A'区SD01)

珪藻分析により、流れのゆるやかな小河川ないし溝が推定される。昆虫及び大型植物遺

体から、溝の周りは開けた環境にあったと考えられ、また、食糞性の昆虫を多産したこと

からゴミ捨て場的な溝であった可能性も考えられる。

6・弥生時代後期(63A'区SD01)

珪藻分析及びモンキマメゲンゴロウの出現により、流れの速い清流がそそぎ込む小河川

的な水域が復元される。弥生時代中期に比べ流水的傾向が顕著になり、溝の周りの植生も

やや豊かになったと考えられる。

7・弥生時代後期～古墳時代(63A'区SD01)

湿原域を好むEunotia属の種群が多数検出されたことから、弥生時代後期に比べ、流水の

流れ込みは少なくなり沼沢地化傾向へ変化したことが推定される。多種類の食葉性昆虫の

出現から溝の周りの植生はさらに豊かになったと推定される。

8・古墳時代(63B区)

珪藻分析により湿地的な環境が復元されるが、安定した止水域ではなく、しばしば流水

の流れ込みを受けていた。検出された昆虫の種数は非常に多く、周りには多くの植物が茂

る自然度の高い環境が存在したことが考えられる。

9・中世63B区)

キイロネクイハムシ、ガガブタネクイハムシの出現から、自然度の高い水域が推定され

る。珪藻分析でも浮遊生の種群が多く検出され、安定した止水域が広がっていて、ヒシな
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どの浮葉植物、挺水植物が繁茂していた様子が伺える。

Ⅴ.おわりに

珪藻分析では分析試料数が少なく、海生珪藻の分類・同定も十分ではない。また、昆虫

遺体の同定作業はまだ緒についたばかりの状態である。そのため、今回報告した朝日遺跡

における古環境の変遷は、その予察的段階であると考える。今後、分析試料数をふやすと

ともに、さらに精度の高い研究を継続していかなければならないと思う。

研究を進めるにあたり、大阪市立自然史博物館の宮武頼夫氏には館所蔵のネクイハムシ

現生標本の借用及び有益な助言をいただいた。名古屋大学海津正倫・東京大学鹿島薫両博

士には、古地理復元にあたって討論いただいた。また、分析試料の採取については愛知県

埋蔵文化財センターの石黒立人・宮腰健司両氏、昆虫・珪藻分析の抽出作業には服部恵子

・中村明実両名をはじめ、多くの方々のお世話になった。これらの方々に心よりお礼申し

上げる。
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PlateI

1. Cyclotella stylorum Brightwell

2 ・ Thalassiosira bramaputrae (Ehr.) Hakanton & Locker

3. Cyclotella striata (Kutz. ) Grunow

4. Auliscus caelatus Bailey

5. Melosirasp.-A

6. Melosirasp.-A

7 ・ Melosira ambigua (Grun.) O. Muller

8 ・ Melosira ambigua (Grun・) O・ Muller

9 ・ Melosira vanans Agardh

10・ Meridion circulare var. constricta (Ralfs) V・ Heurck

11 ・ Merldion circulare Agardh

12. Achnanthes delicatula (Kutz. ) Grunow

13. Achnanthes haukiana (Kutz. ) Grunow

14. Achnanthes lanceolata Brebisson

15・ Diploneis smithii (Breb・ Cleve

16 ・ Cocconeis plancentula (Ehrenberg)

17. Cocconeis plancentula var. euglypta (Ehr・) Cleve

18. Rhaphoneis surirella (Ehr・) Grunow

19・ Glyphodesmis sp・

20. Achnanthes inflata Kutzing

21 ・ Tabellariafenestrata (Lyngb・) Kutzing

22. Tabellariaflocculosa (Roth) Kutzing
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23・ Gramatophora oceanica (Ehr・ Grunow

24 ・ Eunotia praerupta var. bidens Grunow

25 ・ Eunotia pectinalis var・ minor (Kutz. ) Rabenhorst

26 ・ Eunotia pectinalis var・ minor (Kutz・ Rabenhorst

27. Eunotia pectinalis var・ undulata Ralfs

28 ・ Eunotia praerupta Ehrenberg

29. Eunotia lunarls(Ehr.) Grunow

30 ・ Eunotia flexuosa Kutzing

31 ・ Actinella brasiliensis Grunow

32. Frustulia vulgaris Thwaites

33. Caloneis silicula (Ehr.) Cleve

34・ Navicula marinaRalfs

(スケールは10μm)

Plate Ⅱ

1. Navicula ameriとanaEhrenberg

2 ・ Navicula americanaEhrenberg

3 ・ Navicula pupula var・ rectangularis(Greg・) Grunow

4 ・ Navicula elginensis (Greg・ Ralfs

5. Navicula elginensis var・ neglecta (Krass・ Patrick

6. Stauroneis alabamae Heiden

7 ・ Stauroneis phoenicenteron Ehrenberg

8 ・ Stauroneis lauenburgiana Hustedt

9 ・ Neidium ampliatum (Ehr・ Krammer

10. Neidium affine var・ amphirhynchus (Ehr.) Cleve

11 ・ Pinnularia subcapitata Gregory

12. Pinnularia forrealis Ehrenberg

13・ Pinnularia braunii(Grun.) Cleve

14. Pinnularia interrupta W・ Smith

15. Pinnularia microstauron (Ehr.) Cleve

16 ・ Pinnularia viridis (Nitz・) Ehrenberg

17. Pinnularia gibba Ehrenberg

18. Pinnularia gibba Ehrenberg

19 ・ Pinnularia brevicostata Cleve

(スケールは10μm)

Plate Ⅲ

1 ・ Gomphonema parvulum Kutzing

2 ・ Gomphonema sphaerophorum Ehrenberg

3 ・ Gomphonema acuminatum var. coronata (Ehr・) W・Smith

4 ・ Gomphonema constrictum Ehrenberg

5 ・ Gomphonema augurvar・ turris (Ehr・ Lange-Bertalot

6 ・ Gomphonema augurvar・ turris (Ehr・) Lange・Bertalot

7 ・ Gomphonema augurvar. turris (Ehr・) Lange-Bertalot

8 ・ Gomphonema augurvar・ gautien V・ Heurck

9 ・ Gomphonema augurvar. gautien V・ Heurck

10. Gomphonema sp・-1

11 ・ Opephora martyi Heribaud

12・ Amphora ovalis var・ libyca (Ehr・) Cleve

13・ Epithemia zebra (Ehr・) Kutzing

14. Cymbella minuta Rabenhorst

15. Cymbella minuta Rabenhorst

16 ・ Cymbella naviculiformis Auerswald

17. Cymbella turgidula Grunow

18. Cymbella tumida (Br e b.) V. Heurck

19・ Hantzschia amphioxys (Ehr・ Grunow

20・ Nitzschia obtusa W・ Smith

21. Nitzschia sp.

22. Nitzschia trybhonella Hantzsch

23. Nitzschia granulata Grunow

24・ Surirella angusta Ku tzing

25・ Surirella ovata K・u tzing

(スケールは10μm)

Plate Ⅳ

1 ・カナブンRhomborrhina japonica Hope

頭部5.2mm縄文時代中・後期

2 ・マメコガネPopillia japonica Newmann

右鞘翅5・4mm縄文時代中・後期
3.オオヒョウタンゴミムシScaritessulcatusOlivier

左大顎8・5mm縄文時代中・後期

4 ・エンマコガネ属Onthophagussp・

右鞘翅4・8mm古墳時代

5 ・オオミズスマシDineutus orientalis (Modeer)

右鞘翅6 ・ 2mm中世

6 ・ヒメガムシSternolophus rufipes (Fabricius)

右鞘翅8・6mm中世

7 ・エンマコガネ属Onthophagussp.

前胸背板幅4・5mm中世

8・アカガネサルハムシ

Acrothiniumgaschkevitchii Motschulsky

左鞘翅4・2mm縄文時代中・後期

9 ・アシボソネクイハムシDonaciagracihpesJacoby

前胸背板幅1・6mm縄文時代中・後期

10.ガガブタネクイハムシDonacia lenzi{Schonfeldt)

右鞘翅4 ・ 8mm中世

11・イネネクイハムシDonaciaprovosti Fairmaire

左鞘翅4・ 2mm中世
12・キイロネクイハムシMacropleajapana(Jacoby)

左鞘翅3 ・0mm中世
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